
オース トラリ ア政府 健康・老齢化対策省

流 行 性 感 冒 （Ｈ１㎜） ２００９イ ン フ ル エ ン ザ 対 策 Ｐａ…ｅｘ ⑮ワ ク チ ン 接 種

Ｐａｎｖｅｘ ⑮Ｈ１Ｎ１ ワ ク チ ン は、 過 去 ４ ０ 年 間 製
造 して い る 季節 型 イ ン フ ル エ ン ザ と 同 じ

プ ロ セ ス で ＣＳＬ （コ モ ン ウ エ ル ス ・ シー ラ ム ・ ラ ボ ラ トリ ー 杜） が 製 造 して い ま す。

然 しな が ら、 通 常 の 三 っ の タ イ プ のイ ン フ ル エ ン
ザ に 対 応 す る 季 節 型 イ ン フ ル エ ン ザ

用 ワ ク チ ン と は 異 な り Ｐａｎｖｅｘ ⑪Ｈ１Ｎ１ ワ ク チ ン は、
た だ ひ と つ の 流 行 性 感 冒 （Ｈ１Ｎ１）

２００９ の み を 対 象 と して いま す。 こ の ワ ク チ ン の 成 分 は 「死 ん だ ウイ ルス の 断 片」 だ

け で あ り、
「生 き た ウイ ル ス」 は含 みま せ ん。

なぜ 接種が必要 か。

通 常このイ ンフルエ ンザが起こす副作用 は軽いのですが、 人 によって重篤 な合併症の

原因 となったり希 に死亡に至る場合もあります。 オ
ース トラリア政府 は流行性感冒罹

患の場合に重篤 な症状を発 症する危険度が高い人々や、 予 防を希望す る人々 を、

Ｐａｎｖｅｘ⑮Ｈ１Ｎ１ ワ ク チ ン で 感 染 か ら 守 ろ う と す る も の で す。

予防効果が 現れるまで に要 する 期間は？ 予防効果が続く期 間は？

ワ ク チ ン接 種 し て か ら 効 果 が で る ま で に要 す る期 間 は人 に よ り 異 な りま す。 一 般 に 抗

体ができて 防御 作用 が働きだす には２週 間かかりま す。 効力 はほとん
どの人に次の冬

ま で 持 続 し、 少 なく と も １ 年 間 有効 で す。

ワ ク チ ン は 接 種 を 受 け た す べ て の 人 に効 果 が あ る と は 限 ら な い こ と を 知 っ て お い て 頂 。

く こ と が 重 要 で す。

ま た、 こ の ワク チ ン は流 行 性 感 冒 （Ｈ１Ｎ１） ２００９
ウイ ル ス に の み 効 果 が あ る こ と を銘 記

して く だ さ い。 こ の ワク チ ン の 接 種 を 受 け て い て も、
季節 型イ ン フ ル エ ンザ に感 染 す

る こ と は あ り 得 ま す。 季節 型 イ ン フ ル エ ン ザ の 予 防 接 種 を、 普
段 受 け て お られ る な ら

ば、 同 じよ う に 接 種 を受 けて おく
べ き で す。

Ｐａｎｖｅｘ ◎Ｈ１Ｎ１ ワ ク チ ン の 接 種 を 受 け る べ き で な い 場 合 は ？

若 し 下 記 に あ て は ま る な ら Ｐａｎｖｅｘ ⑮Ｈ１Ｎ１ ワ ク チ ン （或 い は他 の ワク チ ン） の 接 種 を

避 け てく だ さ い。
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● 過 去 に 種 類 を 問 わ ずイ ン フ ル エ ンザ ワ ク チ ン でア ナ フ ィ ラク シス ＊ が あ っ た。

● ワクチ ンに含 まれる どのような成分に起因す る場合 でも アナフィ ラクシス

が あ っ た。 （抗 生 物 質 ネ オ マイ シ ン、
ポリ ミ キ シ ン を含 む）

● １０ 歳 未 満

● 鶏 卵 へ の 強 い ア レル ギー が あ る。 鶏卵 を食
べ た あ と で、 唇 や 舌 の 腫 れ、

急性 呼 吸

困 難、 ひ き つ け な ど を 起こ
し た こ と が あ る。

鶏卵 へ の 強 い ア レ ル ギ ー の 既 往 が あ る 場 合 は、 Ｐａｎｖｅｘ
⑮Ｈ１Ｎ１ ワク チ ン 接 種 の 功

罪 について接種 担当の医療 従事者に相談 してください。

＊ アナフイ ラク シスと は抗原抗 体反応 に基づく 生体反応で全身性の激 しい症状 を伴

う。 血圧 急降 下 じんま しん
（亜恵健 診）

ほかの薬剤を使用 している場合の相 互作用 について

薬剤 に よ っ て は こ のイ ン フ ル エ ンザ ワ ク チ ンに 相 互 作 用 を及 ぽ しま す。 ま た ワ ク チ ン

が通常服用 して いる薬剤に作用を及 ぼすこともあり 得ます。 薬剤 を服用 している場合

は、 医 療 従 事 者 に
前 も っ て 何 ら かの 注意 が 必 要 か相 談 し てく だ さ い。

副 作用

ワ ク チ ン の 成 人 に 対 す る 臨床 治 験 で は、 安 全 性 が 確 認 さ、れ て い ま す。
今 後 も、 安 全 性

の確認と検証 作業は継続されます。 今後、 安全性に関 して異なる事象 の報
告が あれば

調 査 を 実 施 しま す。 小 児 の 臨 床 治 験 は、 ま だ 終
えて い ま せ ん が、 治 験 の 報告 は ２００９

年

末 に 判 明 す る 予 定 で す。

季 節 型 イ ン フ ル エ ン ザ で も そ う であ る よ う に、 ワ
ク チ ン 接 種後 に 軽 い 副 作用 を 示 す 人

が い ま す。 最 も 多 い の は、 接
種部 位 に 多少 の 腫 れ、 発 赤、 痛 み が で る な どで

す。 こ れ

は 短 い 時 間 内 に 落 ち 着 き ま す。

こ の ほ か、 接 種 後 数 時 間
内 に 疲 労 感、 頭 痛、 筋 肉 痛、 発

熱 が 出 る こ と が あ り ま す。 こ

れらは、 自宅 での休 息や水分
補給、 発熱や不快症状には

鎮痛剤の服用 を、 接種部 位に

発 赤あるい は腫れがでた場合は冷や します。 熱が下が ら
ないような ら医師に相 談 して

く だ さ い。

ごく 希 に、 １００ 万
件 に １ 件 あ る い は そ れ 以 下 の 割 合 で 発 生 し、 治 験 で も 見 つ

か ら な い

副 作 用 が 起 こ る こ と が あ り 得ま す。 イ ン フ ル エ ン
ザ ワク チ ン と ギ ラ ン バ レー 症 侯 群

（ＧＢＳ） との因果 関係 の可能 性が海外で報告されています。 ギラン
バ レー症侯群 の発症

は、 ま れ で 神 経系 の 障 害 の
麻 痒 を 起 こ す こ と が あ り ま す。 然 しな が ら、 こ の ワ

ク チ ン

を 含 む どの ワ ク チ ン と の 間 の 因 果 関 係 は 確 定 して い ま せ ん。 イ ンフ ル
エ ンザ に感 染 の

後 に ＧＢＳ に 罹 る 確 率 は、 ワク チ ン 接 種 時 に 比
べ ４－７ 倍 であ る こと が 証明 さ れ て い ま す。
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＊ ギ ラ ン ・ バ レ ー 症 候 群 （ 一 し ょ う こ う ぐ ん、 Ｇｕｉｌｌａｉ灯
一Ｂａｒｒ６ ｓｙｎｄｒｏｍｅ） と は、

急性・多発性の根神経炎の一つ で、 主揮筋肉を動かす運動神経が障 害され、 四肢

に力 が 入 ら な く な る 病 気。 重 症 の 場 禽、 中 枢神 経 障 害 性 の 呼 吸 不
全 を 来 し

、
こ の

場合には一時的 に気管切開 や人工呼吸器を要するが、 予後はそれ ほど悪く ない。

日 本 で は 特 定 疾 患 に認 定 さ れ た 指 定 難 病。 出 典 ウィ キ ペ デ ィ ア （Ｗｉｋｉｐｅｄｉａ）

副作用発症 のため心配なとき は医師に相 談 してく ださい。 重症と判断 し
た 場合 救急車

を 呼 ぶ なり、 病 院 の 救 急 部 門 へ 直 接 お い で 下 さ い。

副作用の報告がオンラインでできます。 必

電 話 Ｐａｎｄｅｍｉｃ ホ ッ ト ラ イ ン １８０２００７

小 瓶 （バイ アル頬） に詰められているワクチ ンは、
少量の水銀成分 を含 むシオマーサ

ル ”ｔｈｉｏｍｅｒｓａｌ”と 呼 ばれ、 ワク チ ン 内 に 細 菌 が 発 生 す る こ と を 防 ぐた め の 品 質 保 持 剤

を含 み ま す。 シ オマ ー サ ル に は、 長 年 の 安 全 性 記 録 が あ り、 水 銀成 分
量 は ご心 配 に あ

た る も の で はあ り ま せ ん。

ア レル ギー反 応

ア レル ギー反応 は非常に希ですが、 起きた 場合人によっ ては重い場合
があり得ます。

そ れ ら は 主 に 鶏 卵 の た ん ぱく 質 ア レ ル ギー に 起 因 しま す。 こ の た め 鶏 卵 に ア レ ル
ギー

が あ る 場 合 に は Ｐａｎｖｅｘ ⑪Ｈ１Ｎ１ ワ ク チ ン の 接 種 を 避 け て ＜ だ さ い。

優先接種の対象者

こ の 流 行 性 感 冒 が、 妊婦、
基 礎 疾 患 ＊ （持 病） が あ る 人、 感 染 に よ り 重 い

症 状 を 起 こ

す 可能性の高い原住 民 （ア ボリ ジニー） な どに及 ぼす危険が特に懸念されて いま す。
ワ ク チ ン はイ ン フ ル エ ン ザ の 流 行 に 対 し て ぜ い 弱 な 人々 を 守 る た め に も 特 に 必 要 で す。

オース トラリア原 住民 （この部分 訳出な し）

盤
妊婦 はワク チンの接種 を受 けてく ださい。 妊婦は

一般のひとびとよりも流行性感冒

（Ｈ１Ｎ１） ２００９イ ン フ ルエ ン ザ に感 染 しや すく、 妊 婦 と 胎 児 の 両
方 が 危 険 に 晒 さ れ る 恐

れ が あ りま す。 感 染 した 妊 婦 に は、 流 産、 早 産 や 死 亡 な どが 起 き る 場
合 が あ り ま す。

接 種 を 受 け る こ と で、 母 子 と も に 保 護 さ れ ま す。 イ ンフ ル
エ ン ザ ワ ク チ ン は 妊 娠 期 間

中 の 使 用 で も 安 全 で あ り、 妊 婦 に は 普 通 接 種 を 受
け る こ と が 薦 め られ て いま す。

Ａｃａｓｉａ Ｈｅａ王ｔｈＣｈｅｃｋ Ｏｃｔ２００９



Ｐａｎｖｅｘ ⑮Ｈ１Ｎ１ ワ ク チ ン は、
（ウイ ル ス が）

に危 険 は あ り ま せ ん。

“生き て い な い” タ イ プ で す か ら、 胎 児

医療 及び介護な どの従事者 （この部分 訳出な し）

小児

現 時 点 で は、 １０ 歳 未 満 の 小 児 へ の Ｐａｎｖｅｘ
⑮Ｈ１Ｎ１ ワ ク チ ン の 接 種 は 承 認 さ れ て い ま せ

ん。 臨 床 治 験 が 未 だ 終 わ っ て い ま せ ん が、 そ の結 果 は ２００９ 年 末 ま で に は判 明 す る 予
定

です。 より詳細については 雌

或 い は 電 話 Ｐａｎｄｅｍｉｃ ホ ッ ト ラ イ ン １８０２００７

＊ 目 本国厚生労働省が提示 した優先 接種対象者 とする９分類の基礎疾患

１． 慢 性 呼 吸 器 疾 患 （ぜ ん そ く な ど）

２． 慢 性 心 疾 患

３． 慢 性 腎 疾 患 （透 析 患 者 含 む）

４、 肝 硬
変

５． 神経疾患・神 経筋疾患 （免 疫異常や呼吸障害な ど）

６． 血 液 疾 患

７． 糖 尿 病

８． 疾患や治療に 伴う免疫抑制 状態 （がん患者な ど）

９． 脳性ま ひな ど小児の疾 患 （亜恵健診調べ）

Ａｃａｓｉａ Ｈｅａ１ｔｈＣｈｅｃｋ Ｏｃｔ２００９


